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『情報社会を考える』
· 技術による社会変化の仕方１
　　前世紀半ば頃（■■■■）に「2000年の世界」について予想する記述が数多くされました（SFを含む）。「■■■■■■■」や「ロボットが家庭に入り、掃除・洗濯、なんでもしてくれる」といったものです。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■。
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· 技術による社会変化の仕方２
　　ある■■■■■■■■■■■が、■■■■■■■■■■■■■■■■■、そのサービスは■■■■■■します。これは、技術自体の進歩とはあまり関係がなく、いったんサービスの普及が始まると、技術は社会に無理矢理、発達させられます。そして、もしもその技術が■■■■■■■■■■■■■■■■、■■■■■■■■■■■■■■のが現実です。
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· 技術を評価する１
　「自動車」は便利な移動手段であり、私達の社会に普及しました。

しかし、車が増えれば交通事故が増えます。■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■であり、本来ならば、■■■■■■■■■■■信号機や道路の整備をしなくてはならないのです。
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· 技術を評価する２
　　この例が示していることは、■■が■■■■となった時の■■■面・■■■■面を■■■■■■■■■■■必要があるということです。

　この、技術のプラス面だけでなくマイナス面についてできるだけ精密に予想、評価し、起こるであろう問題を最小限に食い止める取り組みを、テクノロジーアセスメント（技術評価）といいます。

■■■■■■■■■■■■【■■■■】

読み方 ：　テクノロジーアセスメント

フルスペル ：　■■■■■■■■■■■■■■■
· サービスを評価する１
　　前述のテクノロジーアセスメントは、あまり成果をあげることが出来ませんでした。なぜなら、専門家（その分野において知識や経験を持つ人）が評価をしていたからです。■■■には、■■■の立場を■■■■■■■■■■■■■のです。（柿山の出席システムの開発が良い例）
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· サービスを評価する２
　　これに代わるものとして、1980年代後半頃から浮上してきたのが、パブリックアクセプタンスという、■■■■■のテクノロジーアセスメントです。データや専門的知識に基づく客観的評価だけではなく、■■■■■の主体的な■■■■をベースとした科学技術アセスメントへと、時代の流れは変化しています。

■■■■■■■■■■■■【■■■■■■】

読み方 ：
パブリックアクセプタンス

フルスペル ：　■■■■■■■■■■■■■
· ITの光と陰１
　　ITのおかげで世の中は便利になりましたが、そうでない人もいます。「■■■■■」「■■■■」「■■■■■■■」などの問題があり■■■■■■■■■はこれからも増えていきます。
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· ITの光と陰２
　　社会が便利になると悪いことをする人も便利になり、社会問題が増えます。マイナス面への対策が、普及に先駆けて、あるいは歩調を合わせて進んでいくことが必要です。■■■■■■■■■■■■■、ITが人間に対して■■■■■■■■■■■■■■、弊害はないのか、のような視点を持ち合わせることが重要です。
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· 情報弱者の問題
　　ITの普及に伴う大きな問題は、■■■■に対する配慮です。

 ■■■■は、「ITは■■■■■■■■■■」ものでした。しかし、ITが社会の隅々まで普及すると「私はつかいたくない」とは言えません。「■■■」「■■」「■■」「■■■■■」「■■」....。なにもかもがITになると、ITを使わない人にとって住みにくい世の中になります。（「車が嫌いな人」がバスやタクシーの乗らず、交通標識を無視して勝手に車道を歩くことはできません。）

　皆さんが情報弱者にならないように願っています。

· 情報弱者を生んでいる原因
　　「■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」と考えられています。

 このような現状に対して「使い方を覚えてもらう講習会」がありますが、「やはり難しい...。」という声は減りません。

　この原因は「■■■■■」「■■■■■■■■■」だけでなく「■■■■■■■」「■■■■」という、■■■■■■■■■■■■■■と考えるべきです。
· 人が使える技術・サービスを構築する為に１
　　現在の技術・サービス開発に最も不足しているのは、「■■■■■■■■■」です。ユーザテスト（ユーザビリティテスト）とは、■■■が■■■■■■■に触れる過程を■■し、利用者の■■、■■から■■■■■■■■■■■です。
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· 人が使える技術・サービスを構築する為に２
　　■■■■■■■■■■■■■には、■■■■■■■■■■、利用者が使いやすいサービスをデザインする能力が求められますが、しょせん想像です。実際の利用者とは、■■■■■■■■為、利用者が抱く■■・■■■・■■■■■、を完全にクリアすることは不可能なのです。

　■■■■■■■■■■■■■には、■■■■■■■■■■■■■■■■の協力を得る必要があります。
· 本学が考える「情報社会」
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· 人間に対する影響
　　情報技術の推進者達は、情報技術の利便性を「技術の光」と考え、陰の問題に関心を払っていません。■■■■■■■■といった環境に情報技術が入り込んでいますが、そこでの■■■■■■■であった場合には、取り返しのつかないことになってしまいます。

　■■■■■から■■■や■■■に囲まれ、■■■■■で育つとどうなるのか？犯罪にまではつながらなくても、■■や■■、あるいは■■的に大きな変化が生じ、社会も奇妙に変わっていくと考えられます。
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· 技術により人間が変化する
　　近年の技術によって■■と■■■■が変化している、と言われています。

変わってしまった人間の極端な例は「■■■■■■」ですが、犯罪者の自宅や経歴を調べると、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■のです。これは、■■■■の中での生活時間が長いということです。

　「犯罪者の心理がわからない」という専門家も多いですが、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■と考えられます。２つの世界がオーバーラップすると、自分中心に考えたことが現実の世界でも正しいと思うようになってしまいます。（■■■■■や■■■■■）
· まとめ
　　情報化は技術的な進歩も含め急速に社会に広まり、私たちに大きな影響を与えています。この流れは、■■■■■■■■■■■■■■■■■■ということですが、■■■■■や■■を考えて技術を進展させることが、今後は重要となってきます。（■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■）

　皆さんには是非、積極的に情報技術を活用して、技術のマイナス面を抑え、プラス面を強調するサービス提案を行い、社会で活躍する人材になって欲しいと思います。
· 今日、確実に覚えたい用語
■■【■■■■】

読み方 ：　アイティー

フルスペル ：　■■■■■■■■■■■■■■■■■
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